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Abstract Chromosome numbers of thirteen Morphinae species belonging to (he genera Morpho, 
Catoblepia, Caligo and Eryphanis Were investigated in Drimary and secondary spermatocytes. 


The locality of the established chromosome numbers of these Morphinae are shown in Table 1, to- 
gether with detals of the relevant chromosome survey. The modal chromosome numbers in the 
Present stndy are n=28 for Morpho and n=29 for Brassolimi. 
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モル フォ チョ ウ 亜 科 に は モル フ ォ 族 Morphimi, フク ロウ チョ ウ 族 Brassohni, ワリ モン チョ ウ 族 Amathusini 
が 含ま れる . モ ルフ ォ チ ョ ウ 族 と フク ロウ チョ ウ 族 は 新 熱帯 区 . ワ モン チョ ウ 族 は アジ ア の 來 帯 区 に 分 
る 布 の 中 心 を 持つ . いずれ も 熱帯 ジャ ング ル を 棲み 家 と し , 森 の 中 で よく 似 た 生態 的 地位 を 占め て いる . 


タテ ハチ ョ ウ 科 に お ける 染色 体 は お よそ 300 種 に つい て 報告 きま れ て いる . こ の うち タテ ハチ ョ ウ 亜 科 
群 の 最 頻 染色 体 数 は ヵ =31 (30) で あり , ジ ャ ノ メ チ ョ ウ 亜 科 群 の それ は ヵ =29 (28) で ある . 


モル フォ 族 の 委 色 体 に つい て は これ まで 8 種 , ヵ -=28 が 6 種 , ヵ -27, n=30 が 各 1 種 (de Lesse and Brown, 
1971, Maeki and Remington, 1961), フク ロウ チョ ウ 族 は 9 種 . ヵ =29 が 8 種 (de Lesse, 1967. de Lesse and 
Brown, 1971), n=30~31 が 1 種 (de Lesse, 1967) と , かなり 調べ られ て いる こと に な る が , ワ モ ンチ ョ ウ 族 
の 染色 体 に 関す る 報告 は まだ な い . 


本 報告 は モル フォ チョ ウ 族 の 染色 体 に つい て これ まで に 報告 され て いる 4 種 に つい て 再 調査 し, 報告 
され て いな い 3 種 に つい て 報告 する . ま た , フク ロウ チョ ウ 族 で は 3 種 が 再 調査 に 当たり , 他 の 3 種 は 報 
告 さ きれ て いな い 種 で ある . この 調査 を 行っ た 後に . ブ ラジ ル で も 外国 人 に よる 蝶 の 採集 を 禁止 し た こと 
も あっ て , 柴 色 体調 査 の 機会 る おそ らく 今 後 は 得 ら れ な いこ と と 思わ れる . し た が っ て , 不 完全 な 結果 
を 含む が 記録 する も の で ある . その 後 ア ジア に お ける ワ モ ンチ ョ ウ 族 の 調査 を 進め か な り の 種類 に つ 
いて 結果 を 得 た の で , 本 報告 を 1 と し 残る ワ モ ンチ ョ ウ 族 を いく つか に 分 け て 報告 する . 
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Table 1. Collecting data of materials examined in this study. 


No. of Male Collecting 





Species / subspecies ed Date Locality 
Morphini 
1. Morpho didius Hopffer 1 11. Jan. 1987 Tingo Maria, PERU 
2. M. menelaus melacheilus Staudinger 1 2. Jan. 1993 Kanuma, BRAZILL 
3. M. peleides granadensis Felder 1 3. Jan. 1989 Trialba。 COSTA-RICA 
2 7, 8. Jan. 1989 Sanmigel, COSTA-RICA 
4. M. neoptolemus ortholemus Moult and Réal 3 28, 29. Dec. 1992 Nobaorinda, BRAZIL 
5. M. achilles achilles (Linnaeus) 1 2. Jan. 1993 Kanuma, BRAZIL 
6. M. patroclus orestes Weber 1 9. Jan.1987 Tingo Maria, PERU 
7. M. helenor helenor (Cramer) 5 27, 28. Dec. 1992 Nova Olinda, BRAZIL 
3 l. FJan. 1993 Kanuma, BRAZIL 
M. h. michaeli Rober 2 7,9. Jan. 1987 Tingo Maria, PERU 
1 31. Dec. 1994 Tingo Maria, PERU 
1 2. Jan. 1995 Tingo Maria, PERU 
Brassolini 
8. Catoblepia soranus ( Westwood) 1 27. Nov. 1992 Kanuma, BR AZTL 
9. Caligo teucer (Linnaeus) 1 2.J an. 1996 Tingo Maria, PERU 
10. Caligo oileus umbratilis Stichel 1 6.Jan. 1987 Tingo Maria, PERU 
11. Caligo eurilocus morpheus Stichel 2 24. Dec.1995 Tingo Maria, PERU 
12. Caligo illioneus illioneus (Cramer) 2 2, 4. Jan. 1996 Tingo Maria, PERU 
13, Eryphanis automedon (Cramer) 1 4. Jan. 1996 Tingo Maria, PERU 








材料 お よび 方 法 





材料 の 採集 デー タ を 染色 体 が 観察 され た も の だ け に つい て Tablc 1 に 示し た . 成虫 より 精巣 を 摘出 し , 
PEA II 液 固定 , 通常 の パラ フィ ン 法 に より 8zqm の 連続 切片 を 作り , ハイ デン ハイ ン 鉄 ヘマ トキ シリ ン 
染色 を 施し た . 


観察 は 精 母 細胞 に お ける 減数 第 1 分裂 () お よび 第 2 分 裂 UD に よる ヵ r の 筑 色 体 を 観察 し た . 染 色 体 は 
球形 また は 点 状 に 近い の で , 形 に よ 0 染色 体 構成 を 示す の ! は 難しく, 一 見 し て 他 の 柴 色 体 と 区 別 で きる 
特に 目立っ て 大 型 を LL, 大 型 L, 中 型 M, 小型 S, 特に 小型 を SS と し て 含ま れる 数 を LL,L, M, S, SS の 
後に 小さ な 下 付 数 字 で 示し た . また ,1 及 び TIT の 観察 細胞 数 も その 後に 下 付 数 字 で 示 した. 


モル フォ チョ ウ 属 の 同定 は 太田 裕一 氏 に より , フ クロ ウチ ョ ウ 属 は 著者 が 行っ た. 学名 は D'Abrera 
(1987) に よっ た . 














































































































結 果 
(1) モル フォ チョ ウ 族 Morphini 
1. Morpho didius Hopffer (Fig.1) 


n=29 Las S。4 Ly (Fig. la), HL」 (Fig. 1b). 





各 染 色 体 間 の 大 きき さ の 差 は 認め られ る が だ が, 連続 的 な の で 大 き さ に より クラ ス に 分 け , 含ま れる 数 を 示す 
こと は で き な か っ た .L。sS。,。 は 大 方 の 目安 で その 他 は M ク ラス で ある . 








2. M. menelaus melacheilus Staudinger (Fig.2) 


n=29 L4。 Sg っ SS」 ls (Fig. 2a), lL; n=28 S> SS [」 (Fig. 2b). 





前 種 に 似る が ,S が 多く SS (短い 線 ) を 含む こと で 異な る . ヵ =28 が 1 細胞 で 見 られ , 異 数 性 を 有する 可 
能 性 は ある が , 観察 細胞 数 は 全部 で 3 細胞 で あり 信頼 度 は 低い . M. m. guyanensis Moult and Real n=28 
(① (de Lesse, 1970) の 報告 が あり , 本 結果 の ヵ =29 と 異な る こと か ら 再 調査 が 望ま れる . 
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Table 2. Chromosome numbers of genus Morpho. 
Chromosomes 
8 i No. of Male Chromosome. No.ofcells Chromosome No.ofcells 
Species / subspecies examined No. of I observed No. of II observed 

1. M. didius 1 f=29 4 n=29 21 

2. M. menelaus melacheilus 1 n=28, 29 4 n=29 1 
M. m. guyanensis n=28*1 

3. M. peleides granadensis 3 n=28 26 n=28 5 
M. peleides カー28*2 n=28*2 

4. M. neoptolemus ortholemus 3 n=27 11 

5. M. achilles Achilles 1 n=29 3 n=29 2 
M. a. trojana n=28*1 n=28*! 
M. a. violacea n=28* 

6. M. patroclus orestes 1 n=28 12 

7. M. helenor helenor 8 n=28 136 n=28 61 
M. h. helenor ァ ー28*4 
M. h. michaeli 4 n=28 22 n=28 27 


*1・ de Lesse (1967) 

*2: Maeki and Remington (1961) 
*3: de Lesse and Brown (1971) 
*4・ de Lesse (1970) 


3. M. peleides granadensis Pelder (Fig. 3) 
n=28 S54 bs (Fig. 3a), IE (Fig. 3b) S: 短い 線 . 
r=28 と な り Maeki & Remington (1961) と 一 致す る . 
4. M. neoptolemus ortholemus Moult and Real (Fig. 4) 
n=27 S; Li; (Fig. 4a, Fig. 4b). 


各 楽 色 体 間 の 大 き さ の 差 は ある が , あま り 顕 閉 で は な い .I の み の 観 察 だ っ た の で 写真 は 2 枚 (Fig. 4a, b) 
を 示し た . 柴 色 体 に 関し て 新しく 調査 され た 種 で ある . 


5. M. achilles achilles (Linnaeus) (Fig. 5) 





n=29 1。 (Fig. 5), IL. 


LI と も LL と S, が 近接 し て み ら れ る . 柴 色 体 間 の 重なり が 多く , 観察 細胞 に 含め て いな い 細 胞 で も ,L 
と S」 の 近接 が 認め られ る も の が あり , 時 に は 接合 し て いる と 思わ れる 分 裂 像 る も ある. この よう な 重 な 
り は ある が TL, と S」 が 確認 で きる 細胞 の 全て に つい て カウ ント する と ,L, と S, の 近接 が 認め られ る 細胞 
が 18 細胞 あり , 接合 し て いる と 思わ れる も の は 3 細胞 より な か っ た の で ,2 個 と 数 え ぁ ぉ 29 と し た . 


別 亜 種 47. 2. trojana ROber で は n=28 (de Lesse, 1967), M. g. violacea Fruhstorfer で も n=28 (de Lesse and 
Brown, 1971) が あり , 本 結果 と 異な る . 再 調査 が 望ま れる . 


6. M. patroclus orestes Weber (Fig. 6) 





n=28 Lion Ses 11。 (Fig. 6a, Fig. 6b) 








パラ フィ ン 切 片 法 で あり , 連続 切片 の 前 後 を 調べ て ,L,S の 数 を 決定 し た が , 1 ず に よる こと か ら 再 調査 
が 望ま れる . この 材料 で 見 る 限り , 柴 色 体 の 大 き さ の 差 が 著 しい. 


7. M. helenor helenor (Cramer) (Fig. 7) 








n=28 LL, Lgs Mio.12 S4。 3。 (Hig. 7a, b), He (Fig.7c) 


M. h. michaeli RSber (Fig. 7d, e, g) 
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Figs 1-7. Chromosomes of Morpho spp. Fig. 1 Morpho didius. la, n=29 (D: 1b, n=29 (ID. Fig. 2 M. 
menelaus. 2a, n=29 (1): 2b, n=28 ①). short bar indicates special small element (SS). Fig. 3 M. 
peleides granadensis. 3a, n=28 (DD: 3b, n=28 (DD, short bar indicates small element (S). Fig. 4 
47. neoptolemus ortholemus. 4a, 4b, n=27 (1), short bar indicates S. Fig. 5 M. achilles n=29 
(D, short bar indicates two chromosomes close together. Fig. 6 M. patroclus orestes 6a, 6b, 
n=28 (D. Fig. 7 M. helenor helenor Ta, Tb, n=28 (D; 7c, n=28 ID), short bar indicates small 
element; 7f, temporary karyotype of (D. M. helenor michaeli, Td, n=28 (D: 7e, n=28 OD; 7g, 
temporary karyotype of (D. 


n=28 Lii13 Sas Ls (Fig. 7d), IL; (Fig .7e) 


M. helenor が e/ezor の 1 の 各 柴 色 体 を 切り 抜き , 大 き さ の 順に 並べ た も の を Fig. 7f と し , ヶ =28 の 仮 の 核 型 
と する . 同様 に M. michaeli の 1 の 仮 の 核 型 を Fig. 7g に 示し た .L,M,S と LL と が 示さ れる が 大 き さ が 
連続 的 で 差 が 明確 で は な い . Fig. 7f で は LL が 明確 で , Fig.7g で は 見 当たら な い 点 で 亜 種 間 の 差 が ある 
か も 知れ な い . パ ラフ ィ ン 法 で ある た め , 正確 き を 欠く . 









































以上 モル フォ チョ ウ 族 Morphini 7 種 の 結果 を Table 2 に まとめ る . 
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Figs 8-13. Chromosomes of the tribe Brassolini. Fig. 8 Catoblepis soranus. 8a, n=29 (TD); 8b, n=29 
ID. Fig. 9 Caligo teucer. 9a, n=29 (D; 9b, n=29 (DD; 9c, n=30 (1D, short bar indicates SS. 
Fig. 10 C. oileus umbratilis. 10a, n=29 (D: 10b, n=29 (I), short bar indicates SS. Fig. 11. C. 
eurilocus morpheus lla, n=29 (D: llb, n=30 (D), short bar indicates SS. Fig. 12 C. illioneus 
illioneus 12a, n=29 (D); 12b, n=29 dD. Fig. 13 Eryphanis automedon. n=29 (1), asterisk: less 
stained chromosome and its trace. 


(2) フク ロウ チョ ウ 族 Brassolini 
8. Catoblepia soranus (Westwood) (Fig. 8) 
n=29 L。 S。 1 (Fig. 8a), Tb (Fig. 8b) 柴 色 体 間 の 大 きき さ の 差 が 著しい . 
同属 の 別種 Caroblepia amphirhoe, カー29 (de Lesse and Brown, 1971) の 報告 が ある . 

















9. Caligo teucer (Linnaeus) (Fig. 9) 
n=29 L324 S34 Lb (Fig. 9a), n=29 上 > S83 SS」 IL (Fig. 9b), n=30 Ls.4 S SS2 lL; (Fig. 9c) SS: 短い 線 . 


染色 体 数 が 増加 し ヵ =30 に な る と S が 減少 し SS (短い 線 ) が 増加 する . 本 種 
de Lesse (1971) に よる 報告 が ある . 








eR 


に つい て は ヵ =30.31 と いう 








10. C. oileus umbratilis SGchel (Hig. 10) 
n=29 L。 。 S4 SS」 La (Fig. 10a), Tb。 (Fig. 10b) SS: 短い 線 . 
11. C. eurilocus morpheus SHchel (Fig. 11) 
1¢ n=29 L (Fig. 11a), 1 7=29 S4 is, TL, n=30 S。 SS」 1 (Fig. 11b) SS: 短い 線 . 


1 の で は 工 及 び S を 含む が 細胞 に よっ て その 数 が 異な り , 数 を 特定 で き な か っ た .1 す の ヵ =29 と ヵ =30 の 
nz=30 で は SS が 1 個 多 い . 別 亜 種 C e. brasiliensis に つい て は r=29, 1 II (de Lesse and Brown, 1971) と い 
う 報告 が ある . 


12. C. illioneus illioneus (Cramer) (Fig. 12) 


n=29 LL, 3 S34 sz (Fig. 12a), II。 (Fig. 12b) 
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Table 3. Chromosome numbers of the tribe Blassolim. 








Chromosomes 
- 5 No. of male Chromosome No.ofcells Chromosome No.of cells 
Species / subspecies examined No. of I observed No. of II observed 
8. Catoblepia soranus 1 n=29 4 n=29 2 
9. Caligo teucer 1 n=29 2 n=29(30) 2(1) 
n=30, 31 ま 3 
10. Caligo oilenus umbratilis 1 n=29 14 n=29 23 
11. Caligo eurilocus morpheus 1 n=29 2 
Caligo e. brasiliensis n=29(30) 18(1) n=29 
カー209*2 カー20※*2 
12. Caligo illioneus illioneus 2 n=29 37 n=29 6 
n=29*! n=29*1 
13. Eryphanis automedon 1 n=29 10 


*1: de Lesse (1967) 
*2: de Lesse and Brown (1971) 
*3: de Lesse (1967) 


13. Eryphanis automedon (Cramer) (Fig. 13) 


n=29 L253 Ss Ii。 (Hig. 13). 

















Fig. 13 の 写真 (左側 ) で は 染色 体 の 1 個 “で 示し た ) が 写っ て いな い の で , Fig. 13 右側 に スケ ッ チ を 示 
(9 CN 


以上 の フク ロウ チョ ウ 族 Brassolini 6 種 の 結果 を Table 3 に まとめ る . 














観察 し た 6 種 の うち 2 種 (Caligo ilioneus, C. teucer) は 再 調査 ,4 種 の 染色 体 が 新しく 調査 され た こと に 
な る . 再 調査 の 1 種 は 過去 の 結果 と 一 致 し,C.7ezcer では, 新しく ヵ -29 の 染色 体 数 を 加え 異 数 性 が 観察 
され た だ た. また C. eurilocus morpheus で も n=29, n=30 の 異 数 性 が 見 られ , r=29 より SS, が 多い こと で nr=30 





























に な っ て いる . 
考 察 








本 調査 の 結果 を 加え モル フォ 族 は 11 種 に つい て 抹 色 体 数 が 明らか に な っ た . う ち 7 種 は ヵ -28 で あり , 
この 族 の 最 問 朱 色 体 雪 は ヵ =28 で ある こと に 変化 は な か っ た . 


今 調 査 で は 過去 の 報告 に よる 2 種 に つい て , その 2 種 の それ ぞ れ 異な る 正 種 に つい て 調査 し , 紫色 体 数 
が 異な る 結果 が 得 ら れ た . 1 種 は /. achilles achilles n=29 と M. a. trojana, n=28 (de Lesse, 1967), M. a. vi- 
olacea n=28 (de Lesse et Brown, 1971) で ある . 7.g. gc7//ey で は ヵ =29 の うち 隣接 し て み ら れ る 2 個 の 染 
色 体 が 存在 し . これ が ヵ =29 と ヵ =28 の 違い の 原因 と 思わ れる . 1 個体 だ け の 観察 で ある た め , 個体 変異 の 
可能 性 も ある が , 2 個 の 染色 体 が 融合 し 1 つと な っ て ァ r=28 で ある に し て も , この 2 個 に は 分 離し や すい 
遺伝 的 要因 を 含む 可能 性 が ある と 考え られ , さら に 踏み 込ん だ 調査 が 望ま れる . もう 1 種 は 44. menelaus 
guyanensis カー28 (de Lesse, 1967) と 本 報告 の M. m. melacheilus カー29. 28 で ある . n=29 は n=28 より も S の 
数 が 多く , ヵ 28 か らら 染色体 の 開裂 に より 玉 29 を 生じ た か , ヵ 29 か ら 融 合 が 起こ っ て 28 が 生じ た か 
が 考え られ る が , この 異 数 性 の 成因 に 関す る 手掛かり は 得 ら れ て いな い 、. 

モル フォ 属 に は 他 に も ヵ =28 より 染色 体 数 が 多い M. nestira n=30 (de Lesse and Brown, 1971), M. didius 
n=29 が ある .M.nestira n=30 に つい て も 染色 体 構成 を 詳し く 調 べ る 必要 が ある . 7. neoptolemus n=27 に 
は 大 型 の 柴 色 体 を 発見 で きず , 玉 28 か ら 融 合 に より 大 型 が 1 個 生 じ 計 27 に 変化 し た と 考え る 根拠 は な 
いこ と に な り , ヵ =27 の 柴 色 体 数 に つい て は , 今 の と ころ 観察 結果 を 記述 する こと に 留め る . 


フク ロ チ ョ ウ 族 で は , 12 種 に つい て 委 色 体 数 が 明らか に な っ た こと に な る . 12 種 中 ヵ =29 は 全 種 で 確認 
され , 本 調査 で は L。.. S。.。 (SS を 含む ) を 含む こと が わか っ た . 


Caligo eutilocus brasiliensis n=29 (de Lesse and Brown, 1971) と C. e. morpheus n=29, 30 か ら , 両 亜 種 間 
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で 抹 色 体 の 逢い が ある こと が わか っ た が , ヵ =29 S。, n=30 S。 SS」 より , n=29 の S。 以外 の 紫色 体 1 個 が 開裂 
し ,S と SS」 を 生じ , n=30 S。 SS」 に な っ た 可能 性 が 考え られ , この 異 数 性 の 成因 が 説明 きれ る よう に 考え 
られ る . し た が っ て , C. eurilocus は n=29 が 基本 的 な 染色 体 数 で あろ う . 


C. teucer, n=29 Ls.4 S24 or 上 。 S。 SS」 n=30 Ls.4 S」 SS。 の 間 で も ヵ -30 で は SS」 が 増加 し て いる こと か ら , 開 界 
に より SS が 生じ ァ ゎ ょ 30 と な っ て いる 可能 性 が 考え を られる. フク ロウ チョ ウ 族 は ヵ -29 を 基本 数 と し , 核 
型 が か な り 安 定 し た 族 と 考え ら れる . 


n=28 を 最 頻 柴 色 体 数 と する モル フォ チョ ウ 族 に お いて も , ヵ =29, n=30 の 種 を 含ん で いた . タテ ハチ ョ ウ 
科 全 体 の 最 頻 染 色 体 数 は 31 で ある こと か ら , ヵ =31 を 祖先 弄 と する と 考え られ る な ら ば ば, 次 第 に 染色 
体 数 を 減じ -28 に 進化 し た と し て も る も, 常に 逆 方 向 の =29, ヵ 30 へ と ジグ ザク に 進化 する も の を 混 え , 核 
型 分 化 が 起こ っ て いる 可能 性 も 示唆 され る . 








太田 符 一 氏 に は モル フォ チョ ウ 族 の 種 名 同定 を お 願い し た . 材料 の 採集 で は , 同行 の ツア ー の 皆様 の 御 
協力 を 得 た が , 中 で も 和室 石 卓 氏 の ご 指導 に よる 所 が 大 で あっ た . 心 か ら 感 謝 申 し 上 げ る . 


引用 文献 





D*Abrera, B., 1987. Butterflies of the Neotropical Region Part 77 Brassolidae, Acraeidae & Nymphalidae 
(Partim) 140pp. Hill House Victoria, Australia. 

de Lesse, H., 1967. Les nombres de chromosomes chez les Lépidopteres Rhopaloceres Neotropicaux 1 bid. 
Ann Soc. ent. Fr.(N.5) 3: 67-136. 

de Lesse, H., 1970. Formules chromosomiques de quelques Lepidopteres Rhopaloceres de Guyane. Ann. Soc. 
ent. Fr. (WS.) 6 (4): 849-855. 

de Lesse, H. and K.S. Brown, 1971. Formules chromosomiques de quelques Lépidopteres Rhopaloceres du 
Brésil. Bull Soc. ez Fr. 76: 131-137. 

Maeki, K. and C. L. Remington, 1961. Studies of the chromosomes of North American Rhopalocera. 3 
Lycaenidae, Danatnae, Satyrinae, Morphinae. 7. Lepid. Soc. 14: 127-147. 


Summary 


Chromosome numbers of thirteen Morphinae species belonging to the genera Morpho, Catoblepia, Caligo and 
Eryphanis were investigated in primary (1) and secondary (II) spermatocytes. 


The haploid compliment of Morpho didius, and M. achilles achilles were n=29 in 1 and II. That of M. 
menelaus melacheilus was n=29 except in a spermatocyte with only 28 chromosomes. Those of M. peleides 
granadensis, M. patroclus orestes, M. helenor helenor, and M. helenor michaeli were n=28 in I and TE. Only 
in M. neoptolemus ortholemus haploid compliment was n=27 in 上 


While in Brassolini, the haploid compliments of Catoblepia soranus, Caligo teucer, C. oileus umbratilis, C. 
eurilocus morpheus, C. illioneus illioneus, and Eryphanis automedon were generally n=29 in I and II. The 
haploid compliment with only 28 chromosomes was exceptionally found in a secondary spermatocyte of C. 
teucer and a primary One of C. eurilocus morpheus. 
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